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ジェニー ・ワキサカ(サ ンパウロ総合大学)
サ ンパ ウ ロ総合大学 における 日本語講座 とその文化研究所についてお
話 しいた します 。
サ ンパウ ロ総合大学哲学 ・文学 ・人文科学部の学長、エウ ・リピデス ・
シモ ンエス ・デ ・パ ウラ教授の発案 によ り、1963年 、歴史学部に東 洋語
講座が開講 され、ア ラビァ語 ・アルメニア語 ・ヘブライ語 ・ロシア語 ・
サ ンス ク リッ ト語 ・中国語 とともに、 日本語講座 も開設の運 びとな りま
した。教官 としては 、最初東京外 国語大学交換講 師二名が派遣 され、 ま
た 日本側か ら海外技術協力事業 団の援助 を受 けま した。1967年 、同学長
の要請 によ り、サ ンパ ウロ大学法学部社会学部卒業 の鈴木悌一氏が 、講
座の主任教授 として着任 され ましたが、同時に東 洋語講座が歴史学部よ
り文学部へ移 されて 、東洋語学科 とな り、その一講座 として 、 日本語 日
本文学講座が再発足 します 。
1968年 、 日本文化研究所が 、サ ンパウ ロ大 学東洋学科付属研究所 とし
て 開設 され ます 。72年 よ り、 日本側の援助がOTCAか ら国際交流基金へ
と徐 々に移管 され 、76年 には、 日本政府よ り一億五千万 円、その ほか経
団連 、万博 資金 な ど、あ るいは現地の資金が加算 され まして、 日本文化
会 館が大学 当局無償貸与 の構 内敷地約3000平 方 メー トル に完 成 します 。
日本文化研 究所 は、その一 階 と二階の無料使用権 を得て 、転 居 します 。
当文化会館の運営は 、以後、 日系人社会の機関で ある 日伯文化連盟 に依
託 され ましたが、 日本 文化研究所 の研究費用 、図書館整備運営費などは、
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引 き続 き国 際交流基金 の援助 を受 けて 、今 日に至 ってお ります。1981年 、
鈴木悌一所長定年退官 、玉井乾介国際交流基金派遣教授が所長 として着
任 され 、83年 に 日本語学科大学院講座開講の計画が決 ま ります 。その大
学 院開設 にあた り、84年 よ り講座の教官が三名博士号取得 をいた してお
ります 。
サンパ ウロ大学 には、この 日本文化研究所 と日本語講座 と二つ の機 関
が あ りますが 、今 日は主 として研究所のほ うの紹介 をいた した い と思 い
ます 。
日本文化研究所の運営審議会は 、1982年 大学 で承認 された内規によ り、
所長一名 、副所長一名 、常任委員 としてサ ンパウ ロ大学東洋学科 日本語
日本文学講座教 官 、講座外東洋学科教官二名 、講座学生代表一名及 び顧
問役 として前所 長二名 とい う構成 になっています 。 日本語 日本文学講座
へ は、1969年 よ り海外技 術協 力事業 団か らの援助、1975年 以降 は国際交
流基金か らの援 助によ り、毎年平均二名 の客員教授 を派遣 して いただ い
てお ります。89年 の二名を加 えます と、現在 まで に22名 の客員教授 を迎
えてい ることにな ります。
日本か らの客 員教 授は、講座 の高学年への古典文法 と古典文学の授業
を受け持つ ことと、研究所 において講座 の卒業生及 び研究員 を対象 とし
た大学 院並 の特別講座 での講義の ほか 、常任研究員の個人指導 を行 って
います。また、教材作成 な どのア ドバ イザー もお願いいた してお ります。
なお、毎年二学期 に、 日文研(国 際 日本文化研究セ ンターの略称 も日文
研 ですが私 どもも東洋学科付属の 日本文化研究所 も日文研 と呼んでお り
ます)主 催 で開かれ ます講演会で 、各専門のテー マによ る講演 をや って
いただいて お ります 。
サ ンパ ウロの 日文研で は、 日本語 、日本文学 、 日本文化一般 につ いて
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の ブラジル人の研 究者養成 を 日本語 を通 して行 うことに力 を尽 くしてお
り、このため、 日本語 講座 の優秀 な学生 を抜擢 し、特訓 、集中講義な ど
を行 ってい ます。現在 、その意 図の もとに、三名の奨学生が勉学 に励ん
でお ります 。この奨学生やその他 の研究者 おのおのの研究 テーマは、日
本史で はキ リシタン伝来の頃の研 究、構文論 、古典韻文学 、 日本語 ポル
トガル語の比較対照研究、 日本語 の意 味論 と陳述論 、14～15世 紀の 日本
におけるキ リシタン文献 ・中世説話文学 ・版画史 ・能 ・狂言 、社会言語
学 では、 日本語の敬語法 などの研 究を進 めてお ります 。
発足 当時 、研究所の活動 は、日本語 講座 の教材づ く りに励 み、客員教
授の人選 に も国語学専門の方の来所 を希望 し、 日本語研究 に絞 られてお
りま したが 、ポル トガル語 との対照比較によって考 案 され た文法 書 も、
一応完 成の見通 しがつ きましたか ら、客員教授派遣 も、 日本文学分野の
ほ うを要請す るよ うにな り、研究者 も日本 史 ・美術史 ・芸 術関係へ と指
向す る者が現 れ、多 岐にわたる本格的な 日本文化研 究所の様相 を整 え始
めま した。なお、 日本語 を通 して な され る日本研 究 と、 日本の古 典的文
化偉業の研 究に重点 を置 く姿勢 は、今後 とも保たれてい く見通 しであ り
ます。
研究所の課外講座 としては、サンパ ウロ大学の学生 を対象に、茶道 ・
華道の講座 も週一回ずつ開講 してお ります 。わずか二学期で修了 し、大
学 よ り修業証書が出 されてお りますが 、学生は非 日系人が その大部分を
占め、一 クラス20名 ほ どの定員 です が、希望者がそれを上回る現状です。
茶道の指導 は、裏千家寄贈の 日文研茶室 で、1979年 よ り裏千家林宗慶師
匠が それ にあた り、1977～78年 には続 けて 日本へ茶道留学を した学生も、
何人か 出てお ります 。生 け花講座は 、1982年 よ り池坊の講師が それ にあ
た り、実技だ けで な く、その歴史 ・理論 の講義が な され ます 。サ ンパ ウ
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ロ生け花協 会の協力 の もとに、運営 いた してお ります 。茶道 講座 で は 、
デモ ンス トレー シ ョンのあるた びに、学生 も参加 し、生 け花 講座 で は 、
年末 の学生 の習 作展 を催 してお ります 。
刊行物 として、年 間の研究発表の機 関誌 として 日文研の論文をまとめ、
エスツ ドス ・ジャポネーゼ ス(ESTUDOSJAPONESES)を国際交 流 基
金 の援助 を得て発行 してお ります 。1979年 に第一号を出 し、89年 に九号
が近 く出版 されます 。また、10年 来研究 を重ねて きま した講座第 一学年
使 用の基本文型集 、単文複文 を含 む教材 もで きました し、1989年 には 、
基本文法書 、 日葡対照比較 による考案 に、何回かの訂正が加 え られ、最
後 の校正 も終了 し、近 く、発行 の運 び とな ります。現在 、 これに続 く第
二学年使用 予定 の 日本語教材 と、 日本近代文学史の教材づ く りを進 めて
お ります 。
このほか 、文 化教養番組 あるいは文学作品 、映画な どの鑑賞会 な ども
常 時催 してお ります 。1987年 には、国際交流基金の新 日本 映画 祭に便乗
し、大学生一般 のために何本か の 日本映画 を上映いた しま した。
88年 には、ブ ラジル 日本移民八十年の記念祭が行われま したので 、所
員 もこれ にいろいろ と引 っ張 り出 されて 、新聞 ・ラジオ ・テ レビに研 究
所 の紹介の ほか、 日本文学 ・日本文化一般 に関する紹介の要請に応 じて、
多忙 な一年 で した。当研究所主催の催 しとしましては、井 狩章教 授 、江
口正弘教授 の講演会 も催 しま した。演題 は 「近代 日本 文学 思潮 」 と 「天
草版平家物語 につ いて、キ リス ト教伝来 とその頃の言葉」 とい うもので
した。
次 に図書館 ですが 、1968年 よ り、 日本語 ・日本文学 ・日本文 化一般の
研究 に携 わ る研 究者の ために、その 図書館整備 に尽 くしてまい りました。
このた めに、図書 の寄贈 を通 して、ご協力 いただ きました機関名は 、次
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の とお りです 。68年 よ り外務省海外技術協力事業 団 ・国際交流基金 ・ペ
ンクラブ ・自転車協会 ・玉川学園 ・万 国博協会 ・創文社 ・サ ンパウロ ビ
エナル書籍 ・サ ンパ ウロ青年商工会議所 な どの寄贈 を得 て、現在 、単行
本 が19,348冊 、その内辞書 ・辞典 などが495タ イ トル、全集 ・講座が514
タ イ トル、 目録が79、 単行本の分類パーセンテージは総記が6%、 哲学 ・
宗教 が9%、 歴史が17%、 社会科学が10%、 自然科 学 ・工 学 ・産業 が2
%、 芸術 が10%、 言語が9%、 文学が37%、 を占めてお ります。その ほ
か専門雑 誌、和文 のものが79種 、洋文の ものが、延 べ34種 あ ります 。概
算 します と約24,700ほ どの冊数 です 。研究者の要望に こた えて 、 この分
野 を広 げてい く計画 です 。
研究所の紹介は以上 で終わ りとします 。
なお 、サ ンパウ ロ大学文学部東洋学科 日本語 日本文学講座 について付
記 します と、講座 は基本 コース と選択 コースの二部 に わ けて あ ります 。
選択 コースは、 ランゲー ジ ・ラボを使用 して会話 に重点 をお き、午前
の部 と夜間の部にそれぞれ週 四時限の授業が行われ、一年制のコースで、
基本 コースに入学の学生 を優先に とりますが 、空席の あ り次第 、当大学
学生の希望者 も受 けつ ける仕組み となっています 。
基本 コースは四年制 二部(午 前 と午後)に 分か れ、週六 時限(一 時限
50分)で 構成 されてい ます 。明年度か ら第二学年 と第三学年が八時限 と
なる予定です 。基本 コースの カ リキ ュラムは現代語文 法、古典文法 、現
代及 び古典文学作品の原文 を通 しての読解 とその分析 、更に文化史の授
業 で、歴史 的にみた 日本の政治 、社会、経 済 と文 化偉 業の探求 、検討が
行 われ ます 。
この広汎 な資料 とその最小限 の時間帯に対応す るため に講座では上記
の知識情報修得 に肝要 な技術 と研究法の供給にたず さわ るよ う努 めてい
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ます 。
(1989年3月)
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